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岳では，25 万年前古阿弥陀岳火山の活動が始まり，
その後，権現岳や編笠岳が活動した ( 八ヶ岳団研，
1988)．八ヶ岳の亜高山帯にはシナノヒメハナとタ
カネヒメハナが分布する．

火山には寿命があり，火山活動が活発な山体形
成期を経て，やがて山体崩壊期に至る．火山活動
の沈静化や停止は，植物が生育できる地形的条件
が整えば，安定的な森林植生の発達を可能にする．
非火山地域や火山活動による被害を免れた地域か
らのヒメハナカミキリ属の分布拡大がおきる．八ヶ
岳のタカネヒメハナとシナノヒメハナも，苗場山
と四阿山のフイリヒメハナもいずれも火山活動の
収束，地形の安定した後に形成された針葉樹と広
葉樹の混交林に生活が支えられてきたと考えられ
る．
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2012 年 4 月 29 日，神奈川県藤沢市在住のピドニ
ア研究家の鈴木和利さんが急逝された．鈴木さん
は，日本や台湾のピドニア相の解明をライフワー
クとし，各地で精力的に調査を続けてこられた．
コトヒメハナ P. lyra の調査は，ヒメハナカミキリ
研究の面白さを多くのピドニア愛好者に教えてく
れた．さらに，鈴木さんはその健脚をいかして，
中部山岳地域の亜高山帯を調査し，そのピドニア
相の解明に力を注がれた．その成果がシナノヒメ
ハナの発見につながった．本報告でも木曽山脈や
赤石山脈の採集記録を使用させて頂いた．南アル
プスの光岳の調査が二人の最後の山行になってし
まった．「次は聖岳」という約束は，果たせなくなっ
てしまった．ご冥福をお祈りする．
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「日本の甲虫」

「日本の甲虫」という名前の本や報告はこれま
でに多数あるものの，ある一定年齢以上の甲虫愛
好家には，中根猛彦先生（一部は上野俊一先生が
担当）が「新昆虫」と「昆虫と自然」の 2 誌に連
載していた解説（1952 ～ 1990 年，一時中断あり）
を思い浮かべる人が多いかも知れない．しかし，

北隆館の原色日本甲虫図鑑や講談社と東海大学出
版会のカミキリの図鑑類が発行されてからは，一
部の分類群を除きその連載は顧みられることは少
なくなった．若手の愛好家・研究者にはその存在
すら知らない人もいるようだ．確かにこの連載は，
今では内容が古かったり，明らかな誤りを含んで
いたりもするが，改めて見直してみると，どの分
類群についても示唆的な内容が多く含まれ，その
中には未解決の問題も含まれたりしている．図も
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多く示されており解説も判りやすいので，ぜひと
もシリーズを揃えて持っておきたい．中には，セ
スジムシ科（現在は亜科）やコガシラミズムシ科
などのように，現在でも最も詳しい解説として使
用できるものも含まれている．今回は，その連載
をリストアップしてみた．平野（2003）内にほと
んど引用されているが，「日本の甲虫」シリーズ
だけを抜き出して複写する際などに便利と考えリ
スト化した．

連載は 143 回に及び，「新昆虫」で 47 回の連載
（第 29 回や第 44 回のように連載番号の重複や欠

落等があるので注意）後に，「甲虫学小誌」で 4 回，
「昆虫と自然」で 91 回の連載が続いた．カミキリ
ムシ科は 36 回の連載で，オサムシ・ゴミムシと
並ぶ労作であるが，フトカミキリ亜科が含まれて
いない．
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（吉富博之　愛媛大学ミュージアム）

雑誌 著者 タイトル 年 分類群 巻 号 ページ
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(1) 1952 甲虫類の大別 5 6 36-41
新昆虫 中根猛彦・上野俊一 日本の甲虫(2) 1952 歩行虫の分類 5 8 43-50
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(3) 1952 歩行虫の分類 5 9 43-49
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(4) 1952 おさむし科 5 11 46-51
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(5) 1952 おさむし科 5 12 46-53
新昆虫 上野俊一 日本の甲虫(6) 1953 おさむし科 6 1 55-60
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(7) 1953 はんみょう科 6 2 38-43
新昆虫 中根猛彦・上野俊一 日本の甲虫(8) 1953 はんみょう科・おさむし科 6 4 47-52
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(9) 1953 ひょうたんごみむし科 6 5 45-52
新昆虫 中根猛彦・上野俊一 日本の甲虫(10) 1953 1～9の文献 6 7 43-49
新昆虫 上野俊一 日本の甲虫(11) 1953 ごみむし科 6 10 39-43
新昆虫 上野俊一 日本の甲虫(12) 1953 ごみむし科 6 11 38-45
新昆虫 上野俊一 日本の甲虫(13) 1953 ごみむし科 6 12 37-43
新昆虫 上野俊一 日本の甲虫(14) 1953 ごみむし科 6 13 46-51
新昆虫 上野俊一 日本の甲虫(15) 1954 ごみむし科 7 3 41-46
新昆虫 上野俊一 日本の甲虫(16) 1954 ごみむし科 7 4 54-59
新昆虫 上野俊一 日本の甲虫(17) 1954 ごみむし科 7 5 44-49
新昆虫 上野俊一 日本の甲虫(18) 1954 ごみむし科 7 6 50-55
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(19) 1954 甲虫類の大別 7 12 47-51
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(20) 1954 甲虫類の大別 7 13 37-41
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(21) 1955 しでむし科 8 1 50-55
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(22) 1955 しでむし科 8 2 47-51
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(23) 1955 しでむし科 8 3 51-55
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(24) 1955 ちびしでむし科 8 4 55-58
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(25) 1955 ちびしでむし科 8 7 54-57
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(26) 1955 でおきのこむし科 8 8 53-56
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(27) 1955 でおきのこむし科 8 9 50-53
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(28) 1955 でおきのこむし科 8 10 54-57
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(29)-1 1955 かみきりもどき科 8 11 51-55
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(29)-2 1955 かみきりもどき科 8 12 51-55
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(30) 1956 かみきりもどき科 9 1 55-57
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(31) 1956 ながはなのみ科 9 2 51-55
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(32) 1956 ながはなのみ科 9 3 53-55
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(33) 1957 はなのみ科 10 1 50-55
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(34) 1957 はなのみ科 10 3 53-58
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(35) 1957 はなのみ科 10 5 53-59
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(36) 1957 はなのみ科 10 7 55-61
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(37) 1957 はなのみ科 10 9 45-50
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(38) 1957 はなのみ科 10 11 52-58
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(39) 1958 はなのみ科 11 1 50-54
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(40) 1958 おおきのこむし科 11 3 45-51
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(41) 1958 おおきのこむし科 11 5 53-60
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(43) 1958 おおきのこむし科 11 7 59-63
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(44)-1 1958 おおきのこむし科 11 10 55-62
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(44)-2 1958 おおきのこむし科・こめつきもどき科 11 12 51-58
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(45) 1959 むかしげんごろう科・こつぶげんごろう科・げんごろう科 12 1 56-62
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(46) 1959 げんごろう科 12 3 53-58
新昆虫 中根猛彦 日本の甲虫(47) 1959 げんごろう科 12 7/8 47-52
甲虫学小誌 中根猛彦 日本の甲虫(47) 1964 げんごろう科（続き） 1 1-4
甲虫学小誌 中根猛彦 日本の甲虫(47) 1964 げんごろう科（続き） 2 5-8
甲虫学小誌 中根猛彦 日本の甲虫(47) 1964 げんごろう科（続き） 3 9-12
甲虫学小誌 中根猛彦 日本の甲虫(47) 1965 げんごろう科（続き） 4 13-16
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(2)（新シリーズ） 1973 はんみょう科 8 10 2-7
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(3)（新シリーズ） 1973 ひげぶとおさむし科・おさむし科 8 11 2-7
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(4)（新シリーズ） 1974 おさむし科 9 1 11-14
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(5)（新シリーズ） 1974 おさむし科 9 2 13-18
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雑誌 著者 タイトル 年 分類群 巻 号 ページ
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(6)（新シリーズ） 1974 かみきりむし科1 9 3 11-14
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(7)（新シリーズ） 1974 かみきりむし科2 9 4 2-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(8)（新シリーズ） 1974 かみきりむし科3 9 6 4-8
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(9)（新シリーズ） 1974 かみきりむし科4 9 7 9-11
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(10)（新シリーズ） 1974 かみきりむし科5 9 8 7-11
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(11)（新シリーズ） 1974 かみきりむし科6 9 10 2-5
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(12)（新シリーズ） 1974 かみきりむし科7 9 11 4-7
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(13)（新シリーズ） 1974 かみきりむし科8 9 12 5-9
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(14)（新シリーズ） 1974 かみきりむし科9 9 13 4-7
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(15)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科10 10 1 12-15
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(16)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科11 10 2 5-9
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(17)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科12 10 3 9-12
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(18)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科13 10 4 7-11
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(19)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科14 10 5 2-5
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(20)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科15 10 6 2-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(21)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科16 10 7 6-10
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(22)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科17 10 8 2-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(23)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科18 10 10 2-5
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(24)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科19 10 11 2-5
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(25)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科20 10 12 2-4
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(26)（新シリーズ） 1975 かみきりむし科21 10 13 5-8
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(27)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科22 11 1 11-15
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(28)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科23 11 2 5-9
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(29)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科24 11 3 9-13
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(30)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科25 11 5 2-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(31)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科26 11 6 2-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(32)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科27 11 7 7-11
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(33)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科28 11 8 10-14
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(34)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科29 11 9 2-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(35)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科30 11 10 4-8
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(36)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科31 11 11 11-14
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(37)（新シリーズ） 1976 かみきりむし科32 11 12 2-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(38)（新シリーズ） 1977 かみきりむし科33 12 2 2-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(39)（新シリーズ） 1977 かみきりむし科34 12 3 6-11
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(40)（新シリーズ） 1977 かみきりむし科35 12 4 2-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(41)（新シリーズ） 1977 かみきりむし科36 12 6 4-9
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(42)（新シリーズ） 1977 おさむし科4 12 7 5-8
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(43)（新シリーズ） 1977 おさむし科5 12 9 4-8
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(44)（新シリーズ） 1977 おさむし科6 12 10 6-12
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(45)（新シリーズ） 1977 おさむし科7 12 12 4-6
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(46)（新シリーズ） 1978 ひょうたんごみむし科 13 1 4-8
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(47)（新シリーズ） 1978 ごみむし科1 13 2 6-11
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(48)（新シリーズ） 1978 ごみむし科2 13 4 14-18
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(49)（新シリーズ） 1978 ごみむし科3 13 5 11-14
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(50)（新シリーズ） 1978 ごみむし科4 13 6 20-25
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(51)（新シリーズ） 1978 ごみむし科5 13 8 4-10
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(52)（新シリーズ） 1978 ごみむし科6 13 9 9-12
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(53)（新シリーズ） 1978 ごみむし科7 13 11 20-22
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(54)（新シリーズ） 1978 ごみむし科8 13 12 10-14
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(55)（新シリーズ） 1979 ごみむし科9 14 1 12-15
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(56)（新シリーズ） 1979 ごみむし科10 14 4 11-15
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(57)（新シリーズ） 1979 ごみむし科11 14 7 4-11
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(58)（新シリーズ） 1979 ごみむし科12 14 11 2-8
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(59)（新シリーズ） 1979 ごみむし科13 14 13 4-9
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(60)（新シリーズ） 1983 かみきりむし科等補足 18 2 14-18
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(61)（新シリーズ） 1983 かみきりむし科・おさむし科補足 18 4 21-24
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(62)（新シリーズ） 1983 おさむし科 18 6 14-18
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(63)（新シリーズ） 1983 おさむし科 18 8 11-14
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(64)（新シリーズ） 1983 おさむし科 18 10 20-23
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(65)（新シリーズ） 1983 おさむし科 18 13 22-24
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(66)（新シリーズ） 1984 おさむし科 19 2 46-49
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(67)（新シリーズ） 1984 おさむし科 19 8 17-20
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(68)（新シリーズ） 1985 おさむし科 20 4 11-15
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(69)（新シリーズ） 1985 おさむし科 20 9 18-22
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(70)（新シリーズ） 1985 おさむし科 20 11 22-26
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(71)（新シリーズ） 1985 おさむし科 20 13 15-19
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(72)（新シリーズ） 1986 おさむし科 21 2 19-24
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(73)（新シリーズ） 1986 おさむし科 21 4 18-24
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(74)（新シリーズ） 1986 おさむし科 21 8 23-25
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(75)（新シリーズ） 1986 おさむし科 21 10 19-22
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(76)（新シリーズ） 1986 おさむし科 21 12 22-25
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(77)（新シリーズ） 1987 おさむし科 22 1 24-26
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(78)（新シリーズ） 1987 おさむし科 22 6 16-18
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(79)（新シリーズ） 1987 おさむし科 22 9 25-29
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(80)（新シリーズ） 1987 おさむし科・こがしらみずむし科 22 11 26-30
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(81)（新シリーズ） 1987 みずすまし科 22 12 36-40
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(82)（新シリーズ） 1987 みずすまし科 22 13 27-29
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(83)（新シリーズ） 1988 むかしげんごろう科・こつぶげんごろう科・げんごろう科 23 5 28-32
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(84)（新シリーズ） 1988 げんごろう科 23 9 21-25
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(85)（新シリーズ） 1988 げんごろう科 23 10 19-23
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(86)（新シリーズ） 1989 げんごろう科 24 4 22-26
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(87)（新シリーズ） 1989 げんごろう科 24 9 18-24
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(88)（新シリーズ） 1989 げんごろう科 24 11 27-31
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(89)（新シリーズ） 1990 げんごろう科 25 1 26-31
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(90)（新シリーズ） 1990 げんごろう科 25 4 27-31
昆虫と自然 中根猛彦 日本の甲虫(91)（新シリーズ） 1990 水生食肉亜目リスト 25 10 22-28


